
第２期山武市まち・ひと・しごと創生総合戦略
人口ビジョン
＜対象期間：令和２年（2020年）～令和47年（2065年）＞

（仮称）第３期山武市地方創生総合戦略
人口ビジョン
＜対象期間：令和７年（2025年）～令和52年（2070年）＞

★将来展望人口
パターン① 国立社会保障・人口問題研究所より公表されたデータに
基づき再計算した推計
・2065年の総人口は15,150人

パターン② 国の長期ビジョン（令和元年改訂版）の参考１で示す合計

特殊出生率を共有し、令和17年（2030年）に1.80、令和27年
（2045年）に2.07まで上昇すると仮定。
・2065年の総人口は18,211人

パターン③ ②①の仮定に加えて、令和７年（2025年）から令和12年
（2030年）の間に、20歳から49歳の層で転入が増え、転出が抑制され
ることで、社会移動が改善されるものと想定。
・2065年の総人口は21,816人

★将来展望人口を再導出
パターン① 国立社会保障・人口問題研究所より公表されたデータに

基づき再計算した推計
2070年の総人口は15,377人 ※2065年時点では18,023人

パターン② 国立社会保障・人口問題研究所公表資料中、出生率

中位仮定を採用し、合計特殊出生率が1.36となった
場合の推計。（2030年に1.36）

2070年の総人口は16,052人 ※2065年時点では18,643人

パターン③ 20歳から49歳の層において、転入の増加及び転出の
抑制により社会移動が改善される場合の推計

2070年の総人口は19,017人 ※2065年時点では21,514人

パターン④ パターン②とパターン③が同時に起こった場合の推計
2070年の総人口は20,039人 ※2065年時点では22,417人

人口ビジョンにおける主な改訂内容 【資料１】

○対象期間を５年延長

○将来展望人口について、現実的な数値として４パターン作成
・パターン① 第２期と同様、国立社会保障・人口問題研究所より公表されたデータに基づき再計算。

※令和６年に公表された最新のデータを使用。
・パターン② 第２期における推計では、合計特殊出生率が2.07となるように推計していたが、当市のみならず、千葉県や全国でも近年1.5を

上回ったことが無く、非現実的であることから、国立社会保障・人口問題研究所公表資料、「日本の将来推計人口（令和５年推計）」
より、出生率中位仮定である、合計特殊出生率1.36となったと仮定して推計。

・パターン③ 第２期におけるパターン③では、合計特殊出生率に加え、社会移動が改善されると想定していたが、これを分割し、社会移動のみ
改善する場合の推計を作成。

・パターン④ 第２期におけるパターン③と同様

変更点
概要

１



第２期山武市まち・ひと・しごと創生総合戦略
＜対象期間：令和２年（2020年）～令和６年（2024年）＞

（仮称）第３期山武市地方創生総合戦略
＜対象期間：令和７年（2025年）～令和11年（2029年）＞

（仮称）第３期山武市地方創生総合戦略における主な改訂内容

基本目標 具体的な施策

１
地域の魅力と誇りの創生
[シティプライド]

1-1
関係人口の創出・拡大に向けた魅力創造と
情報発信力の強化

1-2
オリンピック・パラリンピックによる地域の魅
力創造

２

グローカル人材を育てる力
の創生
[教育]

2-1
幼児期から一貫した英語教育によるグロー
カル人材の育成

2-2
国際交流機会の増大によるグローカル人
材の育成

３

出産・子育て、高齢者にやさ
しいまちを育てる力の創生
[医療・福祉]

3-1 出産から子育てまでを支えるまちづくり

3-2
高齢者が健康を保ちながら生活できるまち
づくり

４
地域経済を育てる力の創生
[産業、成田空港経済圏]

4-1
地域経済を担う市内中小企業・小規模事業
者の育成

4-2
地域間連携を通じた成田空港経済圏の形
成

基本目標 具体的な施策

１

地域経済の活性化と魅力ある
まちの創生
[地域経済・地域の魅力]

1-1 地域経済を担う力強い産業の確立

1-2
人の流れを生む魅力ある地域の創
造

２
子育てがしやすいまちの創生
[結婚・子育て・教育]

2-1
結婚・出産・子育ての希望をかなえ
る環境整備

2-2
未来を担う子どもの育成を支えるま
ちづくり

３

誰もが生きがいを持って活躍で
きるまちの創生
[医療・福祉・文化]

3-1
健康を保ちながら生活できるまちづ
くり

3-2 誰もが活躍できる社会の実現

3-3
心身ともに豊かな暮らしができるま
ちづくり

４
安心安全で快適なまちの創生
[都市基盤・環境]

4-1 快適で暮らしやすいまちづくり

4-2 安心安全に暮らせる環境の整備

○第２期山武市まち・ひと・しごと創生総合戦略を発展させ、山武市総合計画との整合性や、第３期千葉県地方創生総合戦略、国のデジタル
田園都市国家構想総合戦略を勘案し作成。また、第３期千葉県地方創生総合戦略と合わせる形で名称を変更した。

○対象期間を新たに令和７（2025）年からの５か年とした。

・基本目標１ 第２期における基本目標１と４を合わせた形として設定。また、オリパラは事業終了により、記載なしとした。
・基本目標２ 第２期では基本目標３の中で、「医療・福祉」の中にあったが、人口ビジョンの中では、出生者数の低下をひとつの問題として取り

扱っているため、出産、子育て、教育をひとつの基本目標として設定した。
また、第２期では、教育分野は英語教育に関する内容であったが、本項目では教育全般を含ませる形とした。

・基本目標３ 第２期における基本目標３を発展させた形。
・基本目標４ 第２期までは含まれていなかった、第３次山武市総合計画における政策１及び、政策２の分野を新たに追加した。

○各数値目標及びKPIを再設定。

２


